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1 東日本大震災における堤防被災の特徴1. 東日本大震災における堤防被災の特徴
堤防被災が広域にわたり多数発生したことについて、地図や統計を用い、その特徴を確認した。

2. 想定される被災の原因
堤防被災の主要因である液状化について 資料整理したものを示す堤防被災の主要因である液状化について、資料整理したものを示す。

3. 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図、治水地形分類図）
土地分類図、治水地形分類図上に強振動観測所の位置と堤防被災箇所（緊急災箇所+関東大規模被災箇所）をプロットし、

その位置関係を確認した。そ 位置関係 確認し 。

4. 国総研・振動観測所における観測値等資料の紹介
国土交通省国土技術政策総合研究所/振動観測所における、今回の地震についての観測値等資料を紹介する。

5 河口部における河川堤防のレベル2耐震点検実施状況（地方整備局別）5. 河口部における河川堤防のレベル2耐震点検実施状況（地方整備局別）
河口部における河川堤防のレベル2耐震点検実施状況について、地方整備局別で整理したものを示す。
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１. 東日本大震災における堤防被災の特徴 参考資料

1-1. 広域にわたる被災（全体）
1-2. 広域にわたる被災（河川別）
1-3 堤防被災と治水地形分類との関係1 3. 堤防被災と治水地形分類との関係
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1-1. 広範囲にわたる被災（全体）

過去の地震に比べ、広域（東北～関東各地）にわたり被害が発生した。
東北の馬淵川 北上川から 関東の江戸川 荒川に至る広域で 堤防沈下や堤防法崩れなど被害が発生している

参考資料

※平成23年6月12日17：00時点　【国土交通省　東北地方整備局・関東地方整備局データ】
■被害箇所総数：2,115箇所　　

・東北の馬淵川、北上川から、関東の江戸川、荒川に至る広域で、堤防沈下や堤防法崩れなど被害が発生している。
・上記の堤防被災の内、緊急復旧工事を要する大規模被災は53箇所（関東地整24箇所、東北地整29箇所）。
・過去の地震と比較しても、広域にわたり多数の被害が発生した。

51
5

278

1

46

1

62

0

14

0

北上川

（堤防延長472km）

馬淵川

（堤防延長19km）

［13箇所］

水系名
水系別被害箇所数

1.6km/19km

= 8%

65.4km/472km

堤防延長に対する
被災延長の率

1983日本海
中部地震

38

58

2

26

67

2

56

121

26

183

278

1

25

2

27

1

9

名取川

（堤防延長35km）

鳴瀬川

（堤防延長152km）

［364箇所］

（堤防延長472km）

［646箇所］

東
北

堤防流出・決壊

= 14%

27.4km/152km

= 18%

6.0km/35km

= 17%
1964新潟地震

2

3

1

8

11

2

23

2

2

46

77

1

16

30

26

0

2

久慈川

（堤防延長85km）

［110箇所］

阿武隈川

（堤防延長222km）

［137箇所］

［35箇所］
堤防流出 決壊

堤防沈下

堤防法崩れ（すべり、はらみだし）

堤防クラック

護岸被災（クラック等）

堰・樋門・樋管排水機場等の被災

= 17%

16.4km/222km

= 7%

7.8km/85km

= 9%

1978宮城県沖地震

2004中越地震
2007中越沖地震

64

5

2

55

14

106

45

291

43

37

5

106

17

0

0

0

荒川

利根川

（堤防延長1435km）

［659箇所］

那珂川

（堤防延長115km）

［129箇所］

［110箇所］

関
東

樋 樋 排 機場

その他
18.6km/115km

= 16%

96.6km/1435km

= 7%

2011.3.11 14:46
震源地

1430
50

00

0 50 100 150 200 250 300

荒川

（堤防延長302km）

［22箇所］

箇所数

1.0km/302km

= 0.3%

3

※ 分類の内、「その他」に該当する内容は、主に高水敷のクラックや噴砂などである。
※ 堤防流出・決壊は、津波による被害である。
※ 堤防延長は、「河川便覧（2006）」より引用。被災延長は20％抜き取りにより算出し、全数を概算した。

：被災のあった直轄河川



1-1. 広範囲にわたる被災（全体） ―緊急復旧例

○緊急復旧例

参考資料

被災箇所：江戸川 左岸58.0-10m～58.０+220m （野田市 関宿）
復旧期間：16日（3/12～3/28） ［震災から17日］
被災概要：堤防川表 法滑り L=230m
復旧概要：盛換工法（12,000m3）、押え盛土（3,100m3）、張芝（6,800m2）

被災箇所：江合川 左岸27.4k+60m～27.8k （大崎市 渕尻）
復旧期間：16日（3/16～3/31） ［震災から20日］
被災概要：堤防沈下 L=309m, H=2.4m W=3.25m
復旧概要：断面確保（天端舗装撤去・盛土・連節ブロック張り）

被災箇所：小貝川 右岸2.0k-110m～2.0k+110m ：（取手市）
復旧期間：16日（3/12～4/6） ［震災から26日］
被災概要：堤防法崩れ L=220m
復旧概要：盛土工（6,000m3）、ワラ芝（3,100m2）、付帯道路工（1,100m2）、構造物撤去工1式

【緊急復旧後】【緊急復旧前】 【緊急復旧後】【緊急復旧前】

被災箇所：鳴瀬川 右岸29.0k+20m～29.1k+280m （大崎市 下中ノ目）
復旧期間：16日（3/24～4/9） ［震災から28日］
被災概要：堤防沈下 L=300ｍ、低水部捨石間隙開口 L=85m
復旧概要：断面確保（天端舗装撤去・盛土・連節ブロック張り）

【緊急復旧後】【緊急復旧前】

被災箇所：江合川 左岸25.9k+20m～26.9k （大崎市 渕尻）
復旧期間：16日（3/17～4/7） ［震災から27日］
被災概要：堤防沈下 川表・裏ｸﾗｯｸ L=778
復旧概要：断面確保（天端舗装撤去・盛土・連節ブロック張り）

【緊急復旧後】【緊急復旧前】

被災箇所：利根川 右岸39.0km+64m～39.5km+79m （香取市 佐原）
復旧期間：16日（3/21～4/18） ［震災から38日］
被災概要：天端・川表法肩滑り、及び沈下 L=516m
復旧概要：盛換工法（9,300m3）、シート張工（7,640m2）、ブロックマット（7,120m2）、大型土嚢（516袋） 復旧概要：断面確保（天端舗装撤去 盛土 連節ブ ック張り）復旧概要：盛換工法（9,300m3）、シ ト張工（7,640m2）、ブ ックマット（7,120m2）、大型土嚢（516袋）
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【緊急復旧後】【緊急復旧前】【緊急復旧後】【緊急復旧前】



1-2. 広域にわたる被災（河川別） 参考資料

1-2-① 治水地形分類と被災箇所の関係 ～利根川下流・上流部～
1-2-② 治水地形分類と被災箇所の関係 ～利根川下流・下流部～
1-2-③ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～小貝川～
1-2-④ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～鳴瀬川～
1-2-⑤ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～江合川～

⑥ 治 類 災箇所 係1-2-⑥ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～吉田川～
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1-2-① 治水地形分類と被災箇所の関係 ～利根川下流・上流部～ 参考資料

：大規模災害（緊急災＋関東大規模）

：中規模災害（一般災）
①-1 大規模被災箇所（土堤箇所）

①ｰ2 大規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

②-1 中規模被災箇所（土堤箇所）

②-2 中規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

③-1 大規模、中規模をのぞく被災箇所(土堤箇所）

③-2 大規模、中規模をのぞく被災箇所

(津波被害 水門 樋門等 特殊堤箇所）

凡　　　　　　　例
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(津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）



1-2-② 治水地形分類と被災箇所の関係 ～利根川下流・下流部～ 参考資料

：大規模災害（緊急災＋関東大規模）

：中規模災害（一般災）
①-1 大規模被災箇所（土堤箇所）

①ｰ2 大規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

②-1 中規模被災箇所（土堤箇所）

②-2 中規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

③-1 大規模、中規模をのぞく被災箇所(土堤箇所）

凡　　　　　　　例
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③-2 大規模、中規模をのぞく被災箇所

(津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）



1-2-③ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～小貝川～ 参考資料

：大規模災害（緊急災＋関東大規模）

：中規模災害（一般災）
①-1 大規模被災箇所（土堤箇所）

①ｰ2 大規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

②-1 中規模被災箇所（土堤箇所）

②-2 中規模被災箇所（津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）

③-1 大規模、中規模をのぞく被災箇所(土堤箇所）

凡　　　　　　　例
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③-2 大規模、中規模をのぞく被災箇所

(津波被害、水門・樋門等、特殊堤箇所）



1-2-④ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～鳴瀬川～ 参考資料
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1-2-⑤ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～江合川～ 参考資料
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1-2-⑥ 治水地形分類と被災箇所の関係 ～吉田川～ 参考資料
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1-3 堤防被災と治水地形分類との関係（利根川下流、小貝川）

利根川下流、小貝川について、大規模被災箇所（緊急災＋大規模被災箇所）と中規模被災箇所を対象に治水地形区分延長を整理すると、被災
が生じた箇所の治水地形分類は 旧河道 旧落堀 自然堤防 氾濫平野が多いことが確認出来る

参考資料

が生じた箇所の治水地形分類は、旧河道・旧落堀、自然堤防、氾濫平野が多いことが確認出来る。
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1-3 堤防被災と治水地形分類との関係（利根川下流、小貝川）

■堤防延長に対する被災延長の割合（治水地形分類別）

参考資料

■利根川下流
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■堤防延長に対する被災延長の割合（治水地形分類別）
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1-3 堤防被災と治水地形分類との関係（鳴瀬川、江合川、吉田川）

鳴瀬川、江合川、吉田川について、大規模被災箇所と中規模被災箇所を対象に、治水地形区分延長を整理すると被災が生じた箇所の治水地形
分類は 自然堤防 氾濫平野が多いことが確認出来る

参考資料

江合川 鳴瀬川 吉田川

分類は、自然堤防、氾濫平野が多いことが確認出来る。
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■被災延長を母数とした場合の治水地形分類の内訳
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干拓地

3,229
44%

163
2% 1,143

15%

201
3%

鳴瀬川

自然堤防

旧河道・旧落堀

氾濫平野

山地・丘陵地

旧湿地

干拓地

308
8%

1,299
32%2,009

50%

39
1%

吉田川

自然堤防

旧河道・旧落堀

氾濫平野

山地・丘陵地

旧湿地

干拓地

5,187

3,229

308

136 2,260

2,588 163

342

750

2 009

1,143

568

201

江合川

鳴瀬川

吉田川

自然堤防

旧河道・旧落堀

氾濫平野

山地・丘陵地

旧湿地

干拓地

砂丘等
58%

136
2%

25% 干拓地

砂丘等

旧川微高地

湿地
39
1%

2,588
35%

干拓地

砂丘等

旧川微高地

湿地

342
9%

20
0%

50% 干拓地

砂丘等

旧川微高地

湿地

1,299 342 2,009

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

吉田川 砂丘等

旧川微高地

湿地
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1-3 堤防被災と治水地形分類との関係（鳴瀬川、江合川、吉田川）

■堤防延長に対する被災延長の割合（治水地形分類別）

参考資料

■江合川

50%
60%
70%
80%
90%
100%

被災延長

非被災延長

■堤防延長に対する被災延長の割合（治水地形分類別）

■江合川 （単位：m）

15 000

20,000

25,000

30,000

被災延長

非被災延長

0%
10%
20%
30%
40%
50%

0

5,000

10,000

15,000

■鳴瀬川

70%
80%
90%
100%

被災延長

非被災延長

■鳴瀬川 （単位：m）

25,000

30,000

35,000

被災延長

非被災延長

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60% 非被災延長

0

5,000

10,000

15,000

20,000

■吉田川

80%
90%
100%

被災延長

■吉田川 （単位：m）

25,000

30,000

被災延長

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80% 被災延長

非被災延長

0

5,000

10,000

15,000

20,000 非被災延長
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２. 想定される被災の原因 参考資料

2-1. 基礎地盤の液状化による堤防被災について
2-2. 堤体の部分液状化による堤防被災について
2-3 長い継続時間を有する地震動と液状化との関係2 3. 長い継続時間を有する地震動と液状化との関係

16



２. 想定される被災の原因

大規模な被災の原因は液状化。

参考資料

1）堤防の大規模被災箇所では、周辺地盤、クラック内等で噴砂が確認されている。
2）これまでの地震と比較して、かなり長い継続時間を記録した地震動が多数の液状化被害を発生させた。
3）従来から想定されている基礎地盤の液状化によるものも多数発生。
4）これまで照査・対策の対象としてこなかった堤体の部分液状化による被災も多数発生。

基礎地盤の液状化 利根川下流 （右）71k付近
（千葉県印旛郡栄町）

*堤体も部分液状している可能性

小貝川 （左）35k付近
（茨城県つくば市上郷地先）

小貝川 （右）32k付近
（茨城県常総市上蛇地先）

液状化

基礎地盤（砂質土）

堤体
液状化

基礎地盤（砂質土）

堤体の部分液状化 阿武隈川下流（右）31k付近
（宮城県角田市）

那珂川（左）7.5k付近
（茨城県東茨城郡下石崎地先）

江合川（右）27k付近
（宮城県大崎市）

堤体

（砂質土）
液状化

基礎地盤（粘性土）

（砂質土）

17

基礎地盤（粘性土）



２. 想定される被災の原因 参考資料

亀裂内とのり尻に噴砂痕
（江合川 右岸30.2ｋ地点）

噴砂痕
のり尻部
の隆起

亀裂内の噴砂痕
亀裂内の噴砂痕

噴砂痕

天端沈下

噴砂痕

天端沈下 ― 亀裂内の噴砂痕
（鳴瀬川 左岸30.0k～30.5k+37）

亀裂内の噴砂痕
（江合川 左岸14.0k+43～14.6k+43）

のり尻部の隆起と噴砂痕
（鳴瀬川 左岸11.3k+30～11.5k+100）

18
出典） 「東日本大震災調査報告会」 報告資料（国土交通省国土技術政策総合研究所）より抜粋



2-1. 基礎地盤の液状化による堤防被災について

基礎地盤の液状化による堤防被災の事例
基礎地盤 液状化によ 堤防被災 代表 事例とし 兵庫県南部地震 淀川堤防被災 事例があ

参考資料

・基礎地盤の液状化による堤防被災の代表の事例として、兵庫県南部地震の淀川堤防被災の事例がある。
・基礎地盤に表層に堆積する砂質土層の液状化により堤体が変形し、特殊堤構造のパラペット及び川表側のコンクリート法覆工が川表側へ
大きく滑り出すとともに、川表には多数の噴砂痕跡が確認された。

・今回の地震では、小貝川左岸 35.0k-80m～35.0k+20m （茨城県つくば市上郷地先）等において、基礎地盤液状化が原因と考えられる
堤防被災が発生した。

淀川堤防被災の事例 酉島地区（淀川左岸1.4km）

出典）「淀川下流域堤防震災復旧工法検討業務報告書」
平成7年3月 （財）国土開発技術研究センター

小貝川堤防被災の事例 ・堤内地に噴砂あり。
・堤体沈下は10㎝、クラックの深さは1m程度。
・被災箇所の堤体は粘性土。基礎地盤は5～7m

の砂質土層が存在。

19堤体土質構造は、左岸35.4kの詳細点検の
ボーリング結果を用いている。



2-2. 堤体の部分液状化による堤防被災について

堤体の部分液状化に関する過去の事例

参考資料

堤体の部分液状化に関する過去の事例
・今回の堤体の部分液状化に類似した事例として、1993年釧路沖地震による釧路川遊水池堤防等の事例がある。
・透水性が悪く軟弱な泥炭層の基礎地盤上に、砂質土で築堤された堤防であり、今回の被災事例と同様凹状に堤体土がめり込み、地下水位
が高い状態にあったため、堤体の部分液状化を生じ被災した。

図1 過去の地震（1993年釧路沖地震）における堤体の部分液状化のメカニズム
出典）「北海道地震被害実態調査研究会報告書」 1995 北海道開発局

図2 1993年釧路沖地震における牛首別川右岸築堤の被災

出典）「河川の被害」 北海道開発土木研究所

厚さ5m程度の泥炭が地表面に分布し、その上に堤体がある箇所
において、崩土の亀裂から土砂が噴出。

20



2-2. 堤体の部分液状化による堤防被災について

本地震 被災事例 「北上川等堤防復旧に関する中間報告書（案） における堤防被災 カ ズ 推定

参考資料

本地震の被災事例 ― 「北上川等堤防復旧に関する中間報告書（案）」における堤防被災メカニズムの推定
・東北地整管内の大規模被災箇所の多くは、「堤体の部分液状化」が被災要因であるとしている。

図 今回の地震における堤体の部分液状化のメカニズム

21

出典）「北上川等堤防復旧に関する中間報告書（案）」
平成23年5月30日 北上川等堤防復旧技術検討会



2-2. 堤体の部分液状化による堤防被災について

那珂川（左）7 5k付近

参考資料

那珂川（左）7.5k付近
（茨城県東茨城郡下石崎地先）

阿武隈川下流（右）22.5k付近
（宮城県角田市）

川裏のり面状況

縦断クラック発生
（深さは20～100cm程度）

縦断方向のクラック
が多数確認

川裏のり尻状況

22
噴砂痕

のり尻のはらみ出し
（耕作地まで押し出されている）

川裏のり面で複数
噴砂を確認

（細粒砂主体）



2-3. 長い継続時間を有する地震動と液状化との関係

・今回の地震のように、継続時間の長い地震ほどせん断強度が低下し、液状化しやすい。

参考資料

K-NET古川

K-NET築館

K-NET仙台 2011年東北地方太平洋沖地震

2011年東北地方太平洋沖地震

2011年東北地方太平洋沖地震

今回の地震のよう 、継続時間の長 地震ほどせん断強度が低下し、液状化しやす 。

本地震動と過去の
地震動との

継続時間の比較

K-NET 古川

-1000

0

1000

2000

加
速
度

 (
ga

l)

K-NET 古川  (MYG006) NS
EW

 = 181 km

K-NET大宮

K-NET芳賀

開北橋

釧路川堤防

2011年東北地方太平洋沖地震

1978年宮城県沖地震

1994年北海道東方沖地震

2011年東北地方太平洋沖地震

継続時間の比較
25 50 75 100 125 150 175 200

-2000

時間  (秒)

PGA = 582.7 gal

図 今回の地震動（古川）

今回の地震では、
液状化後にも繰

0 50 100 150 200 250 300

釧路川堤防

JR鷹取駅

大津水位観測所

妙見堰

1994年北海道東方沖地震

1995年兵庫県南部地震

2003年十勝沖地震

2004年新潟県中越地震

液状化後にも繰
り返し地震動が
作用しており、せ
ん断ひずみ振幅
が急増している恐
れがある。

50gal継続時間（s）

図 液状化試験の例
長時間振動を与えた場合の過剰間隙水圧の上昇と軸

ひずみの振幅増加を示している。

＊ 50gal以上の加速度を記録した時間と定義

※繰り返し回数が一定以上（この場合は40回）にて過剰間隙水圧が

れがある。

 繰返し回数20回の場合、繰返し応力振幅比は約0.17
 繰返し回数が増えると、同振幅比は低減。
 繰返し回数が増える（地震継続時間が長くなる）とせん断強度が低下し

 図の縦軸の「繰返し応力振幅比」
は、せん断応力を初期応力で除
した、繰返しせん断応力比を示し
たもの 液状化強度比ともいう

大きく上昇し、軸ひずみが急激に増加、液状化することを示している。

0.17

0.15

 繰返し回数が増える（地震継続時間が長くなる）とせん断強度が低下し、
液状化しやすくなる。

 但し上記は計測可能な範囲での知見であり、液状化後の繰り返し載荷回
数が多いと、さらに強度は低下する可能性がある。

赤線 標準としている地震動

たもの。液状化強度比ともいう。
 「土の繰返し非排水三軸試験」は、

正弦波（周期1.0～10秒）を20波
与えた（20回繰り返した）時点で
5%のひずみが生じる強度を求め
ている。

23

赤線：標準としている地震動
青線：継続時間の長い地震動

出典）「液状化対策工法」 平成16年7月 （社）地盤工学会図 液状化強度曲線



３. 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図、治水地形分類図） 参考資料

3-1-① 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図） ～関東地方～
3-1-② 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図） ～東北地方～

3-2-① 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～江戸川～
3-2-② 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～小貝川～

③ 強 動 主 災箇所 係（治 類 ） 浦3-2-③ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～霞ヶ浦・南東部～
3-2-④ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～霞ヶ浦・北西部～
3-2-⑤ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～利根川下流～
3-2-⑥ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～久慈川～
3-2-⑦ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～那珂川上流～
3 2 ⑧ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） 那珂川下流3-2-⑧ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～那珂川下流～
3-2-⑨ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～阿武隈川下流～
3-2-⑩ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～鳴瀬川、吉田川、江合川、新江合川～

※ 土地分類図：20万分の1土分類基本調査GISデータ（国土交通省 土地・水資源局 国土調査課）より作成
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3-1-① 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図） ～関東地方～ 参考資料
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634
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534322

553
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334

523
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245

小見川振動観測所
PGA=188gal（堤防天端-1.5m）
（水平二成分合成）

303 486

310

184254

1054
218

299

243

253

176

517

223

214 191

182

58

181

25出典） 河川、湖沼（青着色）：国土数値情報(国土交通相国土計画局 参事官室)より作成
土地分類図：20万分の1土分類基本調査GISデータ（国土交通省 土地・水資源局 国土調査課）GISデータより作成

：緊急災箇所＋関東大規模被災箇所
※観測所位置の数値は、観測所で計測された

三成分合成の地表面最大加速度（gal）

1054

174

187

218

301

167



3-1-② 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（土地分類図） ～東北地方～ 参考資料

431

511

280

92

772
8702933

280
632

568

新田町振動観測所
PGA=745gal（堤防天端・後背湿地部）
PGA=1034gal（堤防天端・旧河道部）
PGA=1048gal（堤防天端・自然堤防部）
（水平二成分合成）

586
695

436
503 328

山崎振動観測所
PGA=440gal（堤防天端）
（水平二成分合成）

553

488

939

2019
536

中下振動観測所
PGA=610gal（堤防天端）
（水平二成分合成）

小塚振動観測所
PGA=1118gal（堤防天端）
（水平二成分合成）

1808

301

：緊急災箇所

434

426
358

362

1137

26出典） 河川、湖沼（青着色）：国土数値情報(国土交通相国土計画局 参事官室)より作成
土地分類図：20万分の1土分類基本調査GISデータ（国土交通省 土地・水資源局 国土調査課）GISデータより作成

：緊急災箇所
※観測所位置の数値は、観測所で計測された

三成分合成の地表面最大加速度（gal）



3-2-① 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図）～江戸川～ 参考資料

2.江戸川 [関東４]
（左岸）58.0ｋ-10m～58.0ｋ+220m

1.江戸川 [関東１]
（右岸）57.5ｋ+100m～57.5k+300ｍ

K-NET岩井
・最大加速度 ：322gal

（三成分合成）
K-NET久喜
・最大加速度 ：207gal

（三成分合成）

K NET春日部

K-NET野田
・最大加速度 ：459gal

（三成分合成）

K-NET春日部
・最大加速度 ：245gal

（三成分合成）
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3-2-② 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～小貝川～ 参考資料

3.小貝川 [関東９]
（右岸）39.2k-14m～39.2k+111m

K-NET岩井
・最大加速度 ：322gal

（三成分合成）

5.小貝川 [関東４６５]
（右岸）31.8k-100m～31.8k-40m

K-NET石下
・最大加速度 ：334gal

7.小貝川 [関東４６７]
（左岸）42.0k-53m～42.0k+6m

6.小貝川 [関東４６６]
（左岸）35.0k-80m～35.0k-20m

（三成分合成）

K-NET取手
・最大加速度 ：517gal

（三成分合成）

4.小貝川 [関東１１１]
（右岸）2.0ｋ-110m～2.0k+110m
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3-2-③ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～霞ヶ浦・南東部～

11 霞ヶ浦（横利根川） [関東１２３]
K-NET鹿嶋

最大加速度 ：

参考資料

11.霞ヶ浦（横利根川） [関東１２３]
（左岸）4.45ｋ～4.55ｋ

・最大加速度 ：
658gal

（三成分合成）

12.霞ヶ浦（外浪逆浦） [関東１４１]
（右岸）0 8k～1 2k

13.霞ヶ浦（西浦） [関東４５７]
（右岸）7.6k～8.0k 10.霞ヶ浦（横利根川） [関東１２２]

（左岸）2.75k-70m～2.75k+30m
（右岸）0.8k 1.2k

8.霞ヶ浦（常陸川） [関東７１]
（左岸）10.5ｋ＋170m～10.5ｋ＋195m

9.霞ヶ浦（西浦） [関東１１５]
（右岸）1.75k～6.0k

16 霞ヶ浦（常陸川） [関東４６０]

17.霞ヶ浦（常陸川） [関東４６１]
（左岸）8.0ｋ～8.1ｋ

16.霞ヶ浦（常陸川） [関東４６０]
（左岸）1.0k～1.5k

K-NET佐原
・最大加速度 ：310gal

（三成分合成）

15.霞ヶ浦（常陸川） [関東４５９]
（右岸）2.5ｋ～5.0ｋ

KiK-NET波崎2
・最大加速度 ：223gal

（三成分合成）
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3-2-④ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～霞ヶ浦・北西部～ 参考資料

14.霞ヶ浦（西浦） [関東４５８]
（中岸）33 1ｋ～34 0ｋ

K-NET鉾田
・最大加速度 ：1762gal

（三成分合成）

（中岸）33.1ｋ 34.0ｋ

KiK-NET霞ヶ浦
・最大加速度 ：523gal

（三成分合成）

19.霞ヶ浦（西浦） [関東４６４]
（左岸）8.0ｋ～10.0ｋ

K-NET土浦
・最大加速度 ：534gal

（三成分合成）（三成分合成）

18.霞ヶ浦（西浦） [関東４６３]
（右岸）26.25ｋ～26.5ｋ

K-NET江戸崎

KiK-NET江戸崎
・最大加速度 ：239gal

（三成分合成）

K NET江戸崎
・最大加速度 ：553gal

（三成分合成）
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3-2-⑤ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～利根川下流～

KiK-NET江戸崎
最大加速度 239 l 26 利根川下流 [関東４５３]

参考資料

・最大加速度 ：239gal
（三成分合成）

K-NET江戸崎
・最大加速度 ：553gal

（三成分合成）
根 流 東

25.利根川下流 [関東４５２]

（右岸）38.75k-17m～38.75k+117m

26.利根川下流 [関東４５３]

（右岸）49.0k+55m～49.0k+195m

21 利根川下流 [関東７]

（三成分合成）
20.利根川下流 [関東６]

（右岸）27.0k+80m～27.0k+150m

21.利根川下流 [関東７]

（左岸）18.5k+100m～19.0k-11m

小見川振動観測所（国総研）
最大加速度 ：188gal（堤防天端 1 5m）

24 利根川下流 [関東１７３]

28.利根川下流 [関東５７４]

（右岸）38.5k+292m～38.5k+506m

29 利根川下流 [関東５７６]

K-NET佐原
・最大加速度 ：310gal

（三成分合成）

KiK-NET成田
・最大加速度 ：253gal

（三成分合成）

・最大加速度 ：188gal（堤防天端-1.5m）
（水平二成分合成）

24.利根川下流 [関東１７３]

（左岸）67.25k-67m～68.0k-25m

29.利根川下流 [関東５７６]

（右岸）39.0k+64m～39.5k+79m

30.利根川下流 [関東６１２]

（右岸）41.0k-50m～41.0k+160m

KiK-NET波崎2
・最大加速度 ：223gal

（三成分合成）
22.利根川下流 [関東２５]

（右岸）69.0k+83m～69.0k+199m

27.利根川下流 [関東４６２][
（右岸）70.0k-300m～70.0k+130m

23.利根川下流 [関東２６]

（右岸）70.5k-158m～71.0k

小見川振動観測所（国総研）KiK-NET 成田

K-NET 佐原 KiK-NET 波崎２
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3-2-⑥ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～久慈川～ 参考資料

39.久慈川 [関東４５６]

（左岸）24.0k+25m～25.0k

37.久慈川（山田川） [関東３４７]

（左岸）6.5k～7.0k-80m

31.久慈川（里川） [関東３０６]

（左岸）-1.0ｋ+151m～-1.0ｋ+254m

36.久慈川（山田川） [関東３４５]

（左岸）3.5k+44m～3.5k+232m
K-NET大宮
・最大加速度 ：1312gal

（三成分合成）

41 久慈川 [関東７４７]

40.久慈川 [関東４８３]

（右岸）7.0k-191m～7.0k-20m

35.久慈川 [関東３３３]

（右岸）20k-210m～20.0k-60m

41.久慈川 [関東７４７]

（左岸）18.5k-172m～18.5k+124m

34.久慈川 [関東３３１]

（右岸）18.0k+120m～18.5k+120m

久慈 東

38.久慈川 [関東４５５]

（左岸）14.0k+44m～14.5k+61.5m

33.久慈川 [関東３３０]

（左岸）16.5k～16.5k+400m
32.久慈川 [関東３２９]

（左岸）15.0k+45.5m～15.0k+160m
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3-2-⑦ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～那珂川上流～ 参考資料

K-NET大宮
・最大加速度 ：1312gal

（三成分合成）

42.那珂川 [関東２８２]
（左岸）30.0k～31.0k
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3-2-⑧ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～那珂川下流～ 参考資料

46.那珂川 [関東４６８]

（右岸） 47 那珂川 [関東７３３]

KiK-NETひたちなか
・最大加速度 ：634gal

（三成分合成）

43.那珂川 [関東２８６]

（右岸）

（右岸）13.0k-50m～13.0k+115m 47.那珂川 [関東７３３]

（左岸）5.5k-20m～7.0k+25m

K-NET水戸
・最大加速度 ：851gal

45.那珂川 [関東４５４]

44.那珂川 [関東２８７]

（右岸）7.0k～7.5k

（右岸）9.0k+160m～9.5k+94m
最大加速度 ：851gal
（三成分合成）

[
（右岸）3.5k+300m～4.5k-50m

K-NET那珂湊
・最大加速度 ：585gal

（三成分合成）

48.那珂川（涸沼川） [関東７８２]

（左岸）7 5k+113m～8 0k（左岸）7.5k+113m～8.0k
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3-2-⑨ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～阿武隈川下流～ 参考資料

2.阿武隈川下流［野田地区］
(左岸)28.6k+368m～29.0k+94m
川裏法面小段クラック L=330m

K-NET角田
・最大加速度 ：358gal

（三成分合成）

1.阿武隈川下流［坂津田地区］
(右岸)22.4k+174m～22.6k+59m
兼用堤天端沈下 L=80m

3.阿武隈川下流［枝野地区］
(右岸)30.6k+34m～31.4k+160m
天端沈下 L=800m

4.阿武隈川下流［小斉地区］
(右岸)32.8k+103m～33.0k+170m
天端沈下 L=270m

K-NET岩沼
・最大加速度 ：434gal

（三成分合成）
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3-2-⑩ 強振動観測と主な堤防被災箇所との関係（治水地形分類図） ～鳴瀬川、吉田川、江合川、新江合川～

12 江合川［渕尻上流地区］13 江合川
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山崎振動観測所（国総研）
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堤軸直角

12.江合川［渕尻上流地区］
(左岸)27.4k+60m～27.8k
堤防沈下 L=309m

K-NET古川

13.江合川
(右岸)29.2k+100m～29.4k+60m
堤防天端ｸﾗｯｸ L=約193m

K-NET 石巻
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中下振動観測所（国総研）
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中下振動観測所（堤防天端） 堤軸
堤軸直角

10.江合川［渕尻下流地区］
(左岸)25.9k+20m～26.9k
堤防沈下・川表・裏クラック L=778m

8.江合川［平針下流地区］
(左岸)20.8k+190m～21.0k+160m

11.江合川［福沼地区］
(右岸)26.6k+115m～26.8k+120m
堤防沈下 L=213m

K NET古川
・最大加速度 ：586gal
（三成分合成） K-NET豊里

・最大加速度 ：695gal
（三成分合成）

小塚振動観測所（国総研）
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堤防沈下L=650m

(左岸)20.8k 190m 21.0k 160m
堤防沈下・川表・裏クラック L=170m14.新江合川［楡木地区］

(右岸)2.8k+25m～2.8k+195m
堤防沈下・裏法崩れ L=170m

KIK-NET小野田
・最大加速度 ：503gal
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新田町振動観測所（堤防天端・自然堤防部） 堤軸
堤軸直角

6.江合川［中島乙地区］
(右岸)14.0k+43m～14.6k+43m
堤防沈下 L=609m

9.江合川［平針上流地区］
(左岸)21.8k+10m～22.0k+30m
堤防沈下・川表法崩れ L=220m

（三成分合成）

新田町振動観測所（国総研）
・最大加速度 ： 745gal（堤防天端・後背湿地部）
最大加速度 ：1034gal（堤防天端 旧河道部）

18.鳴瀬川［下中ノ目下流地区］
19.鳴瀬川［下中ノ目上流地区］

(左岸)30 0k 30 5k+37

17.鳴瀬川［和多田沼地区］
(左岸)20.1k+130m～20.3k+40m
天端舗装沈下 L=67
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・最大加速度 ：1034gal（堤防天端・旧河道部）
・最大加速度 ：1048gal（堤防天端・自然堤防部）

（水平二成分合成）

(左岸)29.0k+20m～29.1k+280m
堤防沈下 L=300m

(左岸)30.0k～30.5k+37m
堤防沈下 L=320m

20.鳴瀬川
(右岸)29.7k+120m～30.1k
堤防沈下 L=200m

天端舗装沈下 L=67m

16.鳴瀬川［木間塚地区］
(右岸)11.9k～12.0k
堤防陥没（全体的） L=100m

K-NET石巻
・最大加速度 ：488gal
（三成分合成）

山崎振動観測所（国総研）
・最大加速度 ：440gal（堤防天端）

（水平二成分合成）
小塚振動観測所（国総研）
・最大加速度 ：1118gal（堤防天端）

（水平二成分合成）

15.鳴瀬川［砂山地区］
(左岸)11.3k+30m～11.5k+100m
堤防法面崩落 L=220m

21.吉田川［大迫上志田下流地区］
(左岸)14.6k+70m～14.8k+20m
堤防沈下（護岸クラック） L=144m

中下振動観測所（国総研）
・最大加速度 ：610gal（堤防天端）

（水平二成分合成）

22.吉田川［大迫上志田上流地区］
(左岸)15.2k+170m～15.4k+70m
堤防沈下（護岸クラック） L=98m
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４. 国総研・振動観測所における観測値等資料の紹介 参考資料

4-① 小見川振動観測所（利根川下流）
4-② 山崎振動観測所（吉田川）
4-③ 中下振動観測所（鳴瀬川）
4-④ 新田町振動観測所（江合川）
4-⑤ 小塚振動観測所（江合川）
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4-① 小見川振動観測所（利根川下流）

○堤防横断面○観測所位置図

参考資料

・地震前

小見川振動観測所（国総研）

○加速度波形

・地震後

被害が軽微なため、地震後横断面図なし。

○土層横断図

小見川振動観測所（国総研）
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4-② 山崎振動観測所（吉田川）

○堤防横断面○観測所位置図

参考資料

・地震前

山崎振動観測所

・地震後

山崎振動観測所（国総研）
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○土層横断図 ○加速度波形 ○被災後状況写真

　　堤軸 　　MAX：274gal／MIN：-393gal
　　堤軸直角 　　MAX：383gal／MIN：-347gal
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　　堤軸 　　MAX：543gal／MIN：-363gal
　　堤軸直角 　　MAX：140gal／MIN：-166gal

堤
防

小
段

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

1000加

時間  (秒)

39



4-③ 中下振動観測所（鳴瀬川）

○堤防横断面○観測所位置図

参考資料

・地震前

・地震後

被害が軽微なため、地震後横断面図なし。

○土層横断図 ○加速度波形

中下振動観測所（国総研）

1000

2000
中下振動観測所（堤防天端） 堤軸

堤軸直角

　　堤軸 　　MAX：340gal／MIN：-373gal
　　堤軸直角 　　MAX：470gal／MIN：-587gal

堤
防

天
端

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

1000

加
速
度

 (
ga

l)

時間  (秒)

中下振動観測所（堤防天端）
堤軸直角

2000

　　堤軸 　　MAX：283gal／MIN：-298gal
堤軸直角 MAX：440gal／MIN：-401gal

堤
防

天
端

-
13

m

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

1000

2000

加
速
度

 (
ga

l)

時間  (秒)

中下振動観測所（堤防天端 -13m） 堤軸
堤軸直角
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　堤軸直角 　MAX：440gal／MIN： 401gal

※小段位置のデータは欠側



4-④ 新田町振動観測所（江合川）

地震前
○堤防横断面○観測所位置図

参考資料

・地震前

○土層横断図

○加速度波形

・地震後
被害が軽微なため、地震後横断面図なし。

堤
防

天
端

後背湿地部

旧河道部

　　堤軸 　　MAX：630gal／MIN：-568gal
　　堤軸直角 　　MAX：573gal／MIN：-576gal

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

1000

2000

加
速
度

 (
ga

l)

時間  (秒)

新田町振動観測所（堤防天端・後背湿地部） 堤軸
堤軸直角

旧河道部

　　堤軸 　　MAX：616gal／MIN：-881gal
　　堤軸直角 　　MAX：660gal／MIN：-711gal

堤
防

天
端

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

1000

2000

加
速
度

 (
ga

l)

時間  (秒)

新田町振動観測所（堤防天端・旧河道部） 堤軸
堤軸直角

1000

2000

) 新田町振動観測所（堤防天端 -7.8m・旧河道部） 堤軸
堤軸直角

　　堤軸 　　MAX：271gal／MIN：-309gal

堤
防

天
端

-
7
.8

m
-7

7
m

　　堤軸直角 　　MAX：336gal／MIN：-416gal

25 50 75 100 125 150 175 200
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速
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)

時間  (秒)

堤軸直角

0

1000

2000
速
度

 (
ga

l)
新田町振動観測所（堤防天端 -77m・旧河道部） 堤軸

堤軸直角

-
8
.3

m

自然堤防部

端

0

1000

2000

速
度

 (g
al

) 新田町振動観測所（堤防天端・自然堤防部） 堤軸
堤軸直角

0

1000

2000

速
度

 (g
al

) 新田町振動観測所（堤防天端 -8.3m・自然堤防部） 堤軸
堤軸直角
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　　MAX：555gal／MIN：-874gal
　　堤軸直角 　　MAX：648gal／MIN：-724gal

堤
防

天
端

-

　　堤軸

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000加
速

時間  (秒)

堤
防

天
端

-

　　堤軸 　　MAX：308gal／MIN：-203gal
　　堤軸直角 　　MAX：560gal／MIN：-97gal

堤
防

天
端

　　堤軸 　　MAX：653gal／MIN：-921gal
　　堤軸直角 　　MAX：732gal／MIN：-715gal

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000加
速

時間  (秒)
25 50 75 100 125 150 175 200

-2000

-1000加
速

時間  (秒)



4-⑤ 小塚振動観測所（江合川）

○堤防横断面○観測所位置図

参考資料

・地震前

・地震後

小塚振動観測所（国総研）

1000

2000

ga
l)

小塚振動観測所（堤防天端） 堤軸
堤軸直角

○土層横断図 ○加速度波形

地震後

被害が軽微なため、地震後横断面図なし。

　　堤軸 　　MAX：961gal／MIN：-591gal
　　堤軸直角 　　MAX：556gal／MIN：-1077gal

堤
防

天
端

段

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

加
速
度

 (
g

時間  (秒)

0

1000

2000

度
 (g

al
) 小塚振動観測所（堤防小段） 堤軸

堤軸直角

　　堤軸 　　MAX：649gal／MIN：-491gal

堤
防

小
段

段
-
1
3
m

　　堤軸直角 　　MAX：593gal／MIN：-661gal

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

-1000

0

加
速
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時間  (秒)

-1000

0

1000

2000

加
速
度

 (g
al

) 小塚振動観測所（堤防小段 -13m） 堤軸
堤軸直角

　　MAX：0gal／MIN：0gal
　　堤軸直角 　　MAX：0gal／MIN：0gal

堤
防

小
段

　　堤軸

25 50 75 100 125 150 175 200
-2000

1000加

時間  (秒)
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５. 河口部における河川堤防のレベル2耐震点検実施状況（地方整備局別） 参考資料

○河口部の照査対象延長の場合

関東

東北

北海道

北陸

名

①

②61
7%

全国

①

②

中部

近畿

中国

四国

九州

地
整

名

③

445
54%

324
39%

7%

③

0 50 100 150 200

河口部に限定した照査対象延長（km）

関東

延長（km）

関東

東北

北海道

北陸

中部

地
整

名

①

②

③

凡例
■ ①： 照査未了延長
■ ②： 照査済延長のうち、対策不要延長
■ ③： 照査済延長のうち、要対策延長

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近畿

中国

四国

九州

地

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

河口部に限定した照査対象延長を100%とした時の各延長比率（100%）

※照査対象延長：堤内地盤高が照査外水位より低い区間。
※照査外水位 ：平常時の最高水位。河口部付近では朔望平均満潮水位及び波浪の影響を考慮、地震時の津波遡上が予想される場合には

43

津波高を考慮。
※平成23年5月7日時点 河川局治水課調べ。


